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	応用
	抗原情報
	背景
	NF-κBは、ほぼすべての細胞種に存在する多面的転写因子であり、炎症、免疫、分化、細胞増殖、腫瘍形成、アポトーシスなど、多くの生物学的プロセスに関連する多様な刺激によって開始される一連のシグナル伝達イベントの終点です。NF-κBは、Rel様ドメインを含むタンパク質RELA/p65、RELB、NFKB1/p105、NFKB1/p50、REL、およびNFKB2/p52によって形成されるホモまたはヘテロ二量体複合体です。ヘテロ二量体RELA-NFKB1複合体が最も豊富であると考えられています。これらの二量体は標的遺伝子のDNA内のκB部位に結合し、個々の二量体はそれぞれ異なるκB部位を優先的に選択し、それらの部位に識別可能な親和性と特異性で結合します。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	Jurkat (1)、K562 (2)、NIH/3T3 (3) 細胞溶解物に対するNF-κB p65 マウス mAb を使用したウエスタンブロット解析。
	

	RSC-96(1)、KO-SF(2)、NIH/3T3(3)、NRK(4)、C2C12(5)、C6(6)、81505(7)細胞溶解物に対するNF-κB p65マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	NF-κB p65 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋マウス腎臓 (A) とマウス肝臓 (B) の免疫組織化学分析。
	

	NF-κB p65 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ラット脾臓 (A) とラット肝臓 (B) の免疫組織化学分析。
	

	NF-κB p65 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ脾臓 (A) とウサギ肝臓 (B) の免疫組織化学分析。

